
畑野町の人口 （12月 1日調べ） 

人 口 1960人 男 973人 

女 987人 

世帯数 1005世帯 
はたの 
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新
年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

輝
か
し
い
平
成
三
十
一
年

 

の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎 

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶 

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

 
国
内
の
各
地
が
自
然
災
害
に 

み
ま
わ
れ
た
「
災
」
の
一
年 

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

特
に
七
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
本
町
に
あ
っ
て
も
、

土
石
流
に
よ
っ
て
尊
い
命
を
失
う
と
い
う
未
曾
有
の
大

惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
浸
水
や
道
路
、
河

川
、
農
地
な
ど
に
も
多
く
の
被
害
を
受
け
、
未
だ
そ
の

惨
害
を
残
し
て
い
ま
す
。 

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 

い
ま
亀
岡
は
「
麒
麟
（
き
り
ん
）
が
く
る
！
」
と
騒
が

れ
て
い
ま
す
。 

亀
岡
に
ゆ
か
り
の
明
智
光
秀
を
主
人
公

に
し
た
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
が
「
麒
麟
が

来
る
！
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の
「
麒
麟
」

と
い
う
動
物
は
、「
龍
（
り
ゅ
う
）
」
と
同
じ
く
中
国
神

話
に
現
れ
る
幻
の
動
物
で
、
千
年
生
き
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
王
が
政
治
を
行
う
と
き
に
現
れ
る

神
聖
な
生
き
物
「
瑞
獣
（
ず
い
じ
ゅ
う
）
」
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
動
物
の
よ
う
で
す
。 

今
年
、
元
号
が
平
成
か
ら
新
た
な
元
号
に
変
わ
り
、「
麒

麟
」
が
や
っ
て
く
る
の
で
す
。
何
か
希
望
、
期
待
が
湧

い
て
き
ま
せ
ん
か
。 

本
年
を
、
畑
野
町
に
お
け
る
転
機
、

飛
躍
す
る
年
と
捉
え
て
、
ま
さ
に
「
麒
麟
が
来
る
！
」

年
と
言
え
る
よ
う
、
夢
と
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
平
穏

で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
畑
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
お
一
層

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
一
年
が
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

畑
野
野
町
自
治
会 

役
員
・
職
員
一
同 

消
防
西
部
分
署
の
設
置
要
望 

十
二
月
二
十
日
、
亀
岡
西
部
地
区
の
四
町
自
治
会
で
組

織
す
る
自
治
会
連
合
会
か
ら
、
「
消
防
西
部
分
署
の
設

置
に
関
す
る
要
望
書
」
を
亀
岡
市
長
と
京
都
中
部
広
域

消
防
組
合
管
理
者
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
要
望
書
は
、
西
部
地
区
に
あ
っ
て
は
、
緊
急
車
両

の
現
地
到
着
に
相
当
の
時
間
を
要
し
て
い
る
た
め
、
西

部
地
域
内
に
、
も
し
く
は
近
隣
に
消
防
分
署
の
設
置
を

要
望
し
た
も
の
で
す
。 

近
年
、
住
民
の
高
齢
化
も
一
因
し
て
生
命
に
か
か
わ
る

急
病
搬
送
の
要
請
が
増
加
す
る
中
、
一
刻
も
早
く
救
急

車
両
が
現
地
に
到
着
す
る
こ
と
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
必
須
の
条
件
と
し
て
、

早
急
に
西
部
地
区
内
に
消
防
西
部
分
署
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

桂
川
市
長
は
、
「
必
要
性
は
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
既

に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
消
防
車
と
救
急
車
を
各
一
台

配
備
し
た
分
署
を
西
部
地
区
内
に
設
置
す
る
場
合
の
経

費
試
算
も
進
め
て
お
り
、
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
を

構
成
す
る
他
の
自
治
体
に
提
案
し
て
、
早
く
実
現
す
る

よ
う
積
極
的
に
努
め
て
い
く
。
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
対

応
か
ら
一
歩
前
進
し
た
返
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

亀
岡
市
議
会
議
員
選
挙
に
投
票
を
！ 

 

亀
岡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
一
月
二
十
七
日
（
日
）

に
執
行
さ
れ
ま
す
。 

 

畑
野
町
の
投
票
所
は
、
千
ケ
畑
、
広
野
、
高
橋
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
畑
野
町
公
民
館
（
第
十
四
投
票
所
）
が
、

土
ケ
畑
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
土
ケ
畑
区
公
民
館
（
第

十
五
投
票
所
）
が
投
票
所
と
な
り
ま
す
。 

 

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。 

ま
た
、
当
日
、
投
票
が
出
来
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

が
出
来
ま
す
。 

期
日
前
投
票
所
は
、
亀
岡
市
役
所 

市
民
ホ
ー
ル
で
、

一
月
二
十
一
日
（
月
）
か
ら
二
十
六
日
（
土
）
ま
で
の

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
間
で
、
い
つ

で
も
投
票
で
き
ま
す
。 

 

住
民
の
政
治
や
行
政
に
対
す
る
意
識
・
関
心
度
の
一
つ

に
よ
く
投
票
率
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
畑
野
町
の

投
票
率
は
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
低
率
で
あ
る
た
め
、

市
政
に
対
す
る
意
識
が
低
い
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

災
害
復
旧
や
消
防
分
署
の
設
置
、
空
き
家
の
問
題
な
ど

行
政
に
要
望
し
て
い
る
事
柄
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
早
期
実
現
す
る
た
め
に
も
、
住
民
が
亀
岡
市

政
に
対
し
て
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ

と
も
必
要
で
す
。 

 

今
年
は
、
一
月
の
亀
岡
市
議
会
議
員
選
挙
を
は
じ
め
に

し
て
、
四
月
の
京
都
府
議
会
議
員
選
挙
、
七
月
の
参
議

院
議
員
選
挙
、
十
月
の
亀
岡
市
長
選
挙
と
、
選
挙
が
四

度
も
あ
る
選
挙
イ
ヤ
ー
で
す
。
そ
の
最
初
の
選
挙
と
し

て
執
行
さ
れ
る
最
も
身
近
な
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
投
票
行
動
を
起
こ
し
て
、
投
票
率
を
高
め

て
、
畑
野
町
は
市
政
に
対
し
て
深
い
関
心
・
意
識
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

当
面
の
行
事
予
定 

 

一
月
二
七
日(

日)  

亀
岡
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日 

二
月 

三
日(

日) 
 

町
民
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

二
月 

三
日(

日)  

亀
岡
市
青
少
年
育
成
市
民
大
会 

二
月
二
三
日(

土)  

西
部
同
推
協 

全
体
研
修
会  

 
 

  


